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提出議案の概要について

桑名市



令和元年１２月議会の主な議案

[人件費関係] 一般会計補正予算（８号） 特別会計ほか
[事業費補正予算] 一般会計補正予算（９号） 特別会計ほか

[人件費関係]
補正額（一般会計８号・特別会計ほか）
一般会計 1億4,377.4万円
特別会計・企業会計 3,744.9万円
総 計 1億8,122.3万円

各会計補正予算の規模

補正予算の概要

[事業費補正予算]
補正額（一般会計９号・特別会計）
一般会計 5億9,187.8万円
特別会計 1億5,598.9万円
総 計 7億4,786.7万円 2

「一般会計補正８号ほか」
・人事院勧告に基づく給与等への対応のほか人事異動に対応する人件費の整理等

「一般会計補正９号」
・現地視察による地域での聴き取り調査の結果に基づき、交通安全施設修繕、道路施設管
理等に要する費用を計上
・障害児発達支援サービスの利用増に伴う給付費の増や国の単価改正に伴う幼稚園、保育
所及び認定こども園の施設型給付費などの増



令和元年１２月議会の主な議案

条例の制定等

3

１ 桑名市手数料条例の一部改正、桑名市屋外広告物審議会条例の制定について

・県から権限移譲を受けた三重県屋外広告物条例に関する事務のうち、許可に係る手数料を
定めるため、所要の改正を行う。

・県から権限移譲を受けた三重県屋外広告物条例に関する事務のうち、重要事項を調査審議
する機関として、桑名市屋外広告物審議会を設置するため、条例を制定する。

２ 桑名市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定、桑名市会計年度任
用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

・地方公務員法及び地方自治法の改正による会計年度任用職員制度の導入に伴い、会計年
度任用職員の給与及び費用弁償について定めるため、条例を制定するほか、関係条例の
整備を行う。

３ 桑名市総合計画後期基本計画の策定について

・平成27年からスタートした桑名市総合計画は、基本理念、目指す桑名市の将来像、まちづく
りの基本視点、７つのビジョンで構成する「基本構想」の期間を10年とし、総合計画の適正な
進行管理と柔軟な施策展開を図るため、基本構想を具体化するための施策事業である「基
本計画」を前期、後期それぞれ５年としている。

・今回、令和２～６年度の５年を計画期間とする後期基本計画を策定するもの。



株式会社セブン-イレブン・ジャパンとの
地域活性化包括連携協定締結について

コラボ・ラボ桑名初！
三重県市町初！

※情報解禁
令和元年11月28日午後3時
開催の協定式終了後



コラボ・ラボ桑名初！包括連携協定提案

包括連携協定・・・

桑名市と民間事業者等の皆さま、双方の強み

を生かして協力しながら福祉・環境・防災・まち

づくりなどの課題解決に対応するための大枠

を定める協定のこと

桑名市―セブン-イレブン・
ジャパン

地域共生社会に向けた
見守り協力協定

現状

地域活性化包括連携協定

防犯

子育て支援

商業・観光振興

地産地消

地域活性化

など

セブン-イレブン・ジャパンから
コラボ・ラボ桑名に提案

提案



桑名市と（株）セブン-イレブン・ジャパン
による包括連携協定締結式

日時：11月28日（木） 午後3時～

場所：桑名市役所本庁３階第二会議室

参加者：

桑名市：桑名市長、

桑名市社会福祉協議会会長

セブン-イレブン・ジャパン：

東海ゾーンマネージャー

桑名市内15店舗オーナー

協定内容

（１）高齢者等の見守り活動、支援に関すること

（２）防犯、安全・安心なまちづくりに関すること

（３）子育て支援及び青少年の健全育成に関すること

（４）商業・観光の振興及び雇用促進に関すること

（５）地産地消の推進、市産品の販売促進に関すること

（６）その他地域活性化及び市民サービス向上に関すること



公民連携ワンストップ対話窓口
「コラボ・ラボ桑名」新フリー型提案制度



公民連携ワンストップ対話窓口「コラボ・ラボ桑名」

コラボ・ラボ桑名
平成28年10月開設

民間事業者等と行政の対話により連携を進め、お互いの知恵とノウハ

ウを結集して新たな解決方法、新たな価値を創出するために開設

【テーマ型提案】

〇中断移転住宅整備事業

〇又木茶屋の有効活用

〇本庁舎駐車場の有料化

【フリー型提案】

〇健康ウォーキングアプリ公式採用

〇桑名卓球珈琲プロジェクト

〇健康増進施設整備事業 など

実績

【フリー型提案】（コラボ・ラボ桑名ガイドラインより）
桑名市が行っている事務事業を中心に、民間事業者等の皆様か
ら自由な提案をいただく制度です。 歳出削減・歳入確保・市民
サービスの向上にかかる提案を募集しています。



公民連携手法の全国的な課題

平成28年10月、内閣府・総務省・国土交通省

の「PPP事業における官民対話・事業者選定プロ

セスに関する運用ガイド」では、民間事業者のア

イデアやノウハウを知的財産と認め、公平性・公

正性に十分に配慮したうえで、協議成立時に契

約を締結することを前提に提案募集することも公

民連携の手法の一つとしている

サウンディング 民間提案制度

行政

民間事業者

アイデ

ア

ノウハウ

マンパワー コスト

公募

民間事業者の知的財産の流出の可能性

課題 傾向

公民連携（PPP）の原則
行政と民間事業者は「対等」



新フリー型提案制度について

□提案募集の対象

〇今までのフリー型提案と同じく桑名市が行っているすべての事業

〇市民サービス向上、歳出削減、歳入確保につながること

〇原則、桑名市に新たな財源負担を生じさせない事

□提案対象者

〇提案内容を自ら実施する意思及び能力を有する「民間事業者」、「NPO法人」、

「任意団体等」

提案内容に独自のアイデアが含まれる場合は、提案自体を知的財産ととらえ、提案

が採用されるとともに、協議が整った場合に、提案者と契約を行う。

同様のインセンティブを設

けた提案制度導入自治体

千葉県我孫子市、流山市、

茨城県常総市、静岡県沼

田市、愛知県犬山市など

19自治体

□事業者インセンティブ



今までのフリー型提案制度と何が違うか

今までのフリー型提案制度

民
間
事
業
者
等

提案

市

内容検討

公
募

契
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選定

新フリー型提案制度

民
間
事
業
者
等

提案

市

内容検討

契
約

〇スピード感を持って対応可能

〇民間事業者のアイデア・
ノウハウを保護

〇民間事業者のインセンティブ
となって提案件数の増加

新フリー型提案制度のメリット

協
定

協議

提案事業者と同じ事業者と契約

提案事業者と異なる事業者と契約の可能性あり

・財政負担有無
・リスク分担



桑名市コミュニティバスの路線見直しについて

・多度地区、長島地区から桑名市役所本庁、桑名市総合医療

センターへ乗り入れ (⇒ 今回見直し)

・公共交通空白地帯の解消 (⇒ 今回見直し)

・民間バスとコミュニティバスとの重複路線の見直し

(⇒ 今後の検討課題)

・行政と市民が一緒になって公共交通を維持できるような

仕組みづくり

地域の移動手段の確保

●平成31年１月23日開催 桑名市地域公共交通会議の主な意見



桑名市コミュニティバスの路線見直しについて

多度地区
市民センター 桑名市役所

北部ルート

桑名市総合
医療センター

長島地区
市民センター

東部ルート

桑名市役所
桑名市総合
医療センター

長島地区南部
（伊曽島）

南部ルート

城南地区
立田町・太平町
(公共交通空白地帯)

桑名市役所

桑名市総合医療
センター

令和２年２月中の運行開始予定

●ルート間の乗り継ぎにかかる運賃は不要

桑名駅

➣ 多度地区から桑名市役所・桑名市総合医療センターへ直接乗入れ

桑名駅

桑名駅

➣ 長島地区から桑名市役所・桑名市総合医療センターへ直接乗入れ

➣ 公共交通空白地帯の解消



桑名市市政功労表彰

○第４回 桑名市市政功労被表彰者

カネソウ株式会社

代表取締役名誉会長 小林 昭三 様

令和元年度

○第４回 桑名市市政功労表彰式

日 時：令和元年１２月６日（金）午前１０：００

・功 績

カネソウ株式会社の代表取締役名誉会長として、桑名市の産業振興の発展に
大きく寄与。また、桑名商工会議所会頭、桑名市教育委員長などを歴任。


